
蘇
献
の

「窮」

と
一「

工
しー

を
め
ぐ
る
理
論
に
つ
い
て

文
人
の
「
窮
」
と
、
そ
の
作
品
の
と
の
関
係
に
つ
い
て
、

古
来
中
国
の
文
人
た
ち
が
意
見
を
述
べ
て
き
た
。
就
中
欧
陽
簡
の

『
梅
虫
食
詩
集
序
』
(
『
居
士
集
』
巻
四
二
〉
は
一
つ
の
集
約
点
で
あ

っ
た
。「

(
然
別
〉
非
詩
之
能
窮
人
、
殆
窮
者
前
後
工
也
」
と
い
う
欧
陽
僻

の
論
は
、
「
発
憤
著
書
」
説
の
流
れ
か
ら
宋
初
の
文
人
達
が
載
道
の

文
学
観
に
郊
っ
て
想
定
し
た
著
述
の
成
果
の
尺
度
、
即
ち
「
道
」
が

作
品
中
ど
れ
だ
け
表
現
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
道
徳
的
尺
度
に
代
え

て
、
表
現
技
巧
上
の
尺
度
「
工
」
を
置
い
た
と
い
う
点
に
特
色
が
有

る
の
は
無
論
の
こ
と
だ
が
、
照
時
に
こ
の
H

首
の
す
げ
か
え
υ

に
よ

り
幾
分
か
の
矛
盾
を
か
か
え
こ
む
と
こ
と
な
っ
た
。
そ
の
矛
績
の
救

済
は
、
従
来
一
括
り
に
さ
れ
て
き
た
「
文
」
か
ら
「
詩
」
の
よ
う
な

文
芸
的
ジ
ャ

γ
ル
を
加
に
考
え
る
こ
と
で
行
わ
れ
た
。
宋
初
の
一
部

の
文
人
は
詩
文
の
内
容
に
ま
で
強
く
道
徳
を
求
め
た
の
に
対
し
て
、

高

橋

け
れ
U
F

Z
日
仏

明

文
芸
の
地
位
回
復
の
意
味
を
こ
の
理
論
は
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
こ
の
「
第
十
郎
後
工
」
と
い
う
口
当
り
の
良
い
論
は
、
歌

陽
惜
の
次
の
世
代
に
ど
う
受
け
継
が
れ
、
そ
の
際
欧
腸
符
の
確
保
し

た
文
芸
の
独
自
性
は
ど
う
処
理
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
検
証
を
直
系
の

弟
子
で
あ
る
蘇
献
に
つ
い
て
行
い
た
い
。

従
来
、
蘇
献
の
「
窮
」
と
「
工
」
の
論
は
欧
陽
筒
の
単
な
る
後
継

と
見
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
テ
ー
マ
の
歴
史
前
概
観
の
基
本
文
献
と
言

う
べ
き
張
健
氏
の
「
詩
窮
前
後
工
説
之
探
宛
」
で
も
、
蘇
紙
自
身
も

友
人
も
官
途
不
遇
で
あ
っ
た
の
で
、
欧
揚
僚
の
理
論
に
最
も
よ
く
反

応
し
て
い
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
詩
に
よ
り
窮
す
る
」
と
い
う

論
、
「
窮
し
て
詩
が
工
み
に
な
る
」
と
い
与
例
を
紹
介
し
て
い
る
。

都
国
穏
氏
も
幾
つ
か
の
詩
を
例
に
と
っ
て
、
新
法
党
に
排
訴
さ
れ
た

経
験
か
ら
「
詩
窮
荷
後
工
」
に
非
常
に
共
感
し
て
い
る
と
す
る
。

し
か
し
、
私
は
「
詩
能
窮
人
;
一
と
い
う
欧
陽
備
の
否
定
し
た
テ
ー

マ
が
、
蘇
材
料
に
よ
っ
て
度
々
表
開
閉
さ
れ
て
い
る
と
い
う
一
事
を
以
っ

て
し
て
も
、
蘇
棋
の
論
が
欧
陽
筒
の
論
の
単
な
る
後
継
と
は
見
な
せ
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な
い
と
考
え
る
。
本
稿
で
は
、
ま
ず
欧
陽
傍
と
の
相
違
点
を
示
し

て
、
そ
の
意
味
す
る
も
の
を
考
え
て
ゆ
く
。

ま
ず
欧
陽
備
の
考
え
に
そ
っ
た
「
窮
而
後
工
」
の
立
場
の
発
言
を

見
て
み
る
。

張
・
劉
二
氏
の
引
く
次
の
詩
は
、
確
か
に
欧
陽
傍
の
論
の
受
け
う

り
を
、
あ
ら
れ
も
な
く
行
っ
て
い
る
。

:
・
非
詩
能
窮
人
詩
ノ
能
グ
人
ヲ
窮
セ

γ
ム
ル
ニ
ハ
非
ス

窮
者
詩
乃
工
窮
者
一
一

γ
テ
詩
ハ
乃
チ
エ
ナ
リ

此
部
間
信
不
安
此
ノ
語
信
一
一
妄
ナ
ラ
ズ

一
世
間
諸
酔
翁
一
常
務
ヲ
酢
翁
ニ
開
ケ
リ

(
『
倫
恵
勤
初
罷
倫
職
』
詩
集
各
一
二
〉

詩
人
は
窮
す
る
も
の
と
い
う
観
察
は
、
し
ば
し
ば
蘇
献
に
見
ら
れ

る。

詩
人
間
長
食
詩
人
ハ
間
ヨ
リ
長
食

日
午
機
宋
動
日
午
後
へ
テ
未
〆
動
カ
ズ

(
司
次
獄
卒
公
洋
梅
花
b

詩
集
袋
一
九
〉

こ
れ
は
単
に
詩
人
が
窮
し
て
い
る
事
実
の
確
認
に
す
ぎ
な
い
が
、
他

に
「
窮
」
が
詩
文
の
成
果
に
反
映
さ
れ
る
と
い
う
考
え
は
幾
つ
も
有

る。

-
:
詩
人
例
窮
護
詩
人
例
ト
ジ
テ
窮
窪

秀
句
出
要
銀
秀
句
ハ
裳
銭
円
一
出
ヅ

(
ヨ
病
中
大
一
審
数
E
未
嘗
起
椀
側
、
続
令
超
薦
以
詩
相
麗
、
戯
用

其
額
答
之
』
詩
集
巻
思
)

・
:
黄
金
散
行
楽
黄
金
ハ
行
楽
一
一
散
ジ

清
詩
出
窮
愁
清
詩
ハ
窮
愁
一
一
出
ヅ

(
円
九
日
次
定
額
韻
』
詩
集
巻
三
五
)

・
:
叉
知
詩
人
窮
部
後
工
'
然
一
詩
一
語
拐
練
'
無
表
短
気
'
如
季
札
者

脂
綿
之
3

亦
有
以
知
君
之
晩
節
也
。

ハ
吋
輿
銭
済
明
書
』

8
文
集
巻
五
一
ニ
)

:
平
日
卿
亦
同
氏
武
意
'
畿
一
銭
窮
閤
'
本
書
生
常
分
'
僕
蕗
不
戚
戚
間

宜
濁
'
量
管
制
州
以
貴
公
子
諜
此
憂
患
p

荷
不
失
其
正
3

詩
詞
盆

工
p

超
然
有
世
外
之
接
'
此
孔
子
所
謂
「
可
興
久
慮
約
長
蕗

築
」
者
也
。
:
・
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文
集
各
六
八
)

こ
れ
ら
は
表
面
は
「
窮
前
後
工
」
で
ま
と
め
ら
れ
る
が
、
し
か
し

欧
揚
鵠
と
の
紹
逮
は
既
に
見
え
る
。
そ
れ
は
欧
湯
備
の
論
が
「
窮
」

を
、
志
を
遂
げ
ら
れ
ぬ
不
透
と
し
て
抱
え
て
い
る
の
む
対
し
、
蘇
献

は

の

ニ

ュ

ア

ン

只

で

抱

え

て

い

る

こ

と

で

あ

る

。

(

こ

コ
メ
ソ
ト
を
加
え
て
い
る
。
)
貧
窮
は
、
も
と
よ

し
て
し
ば
し
ば
述
べ
ら
れ
た

h

ソ
君
子
、
土
の

の



と
し
て
、
吉
く
よ
り
存
在
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
君
子
の
「
鰐
い
は
、

ω貧
錦
、

ω志
を
遂
げ
ら
れ
ず
社
会
的
に
栄
達
を
得
ら
れ
な
い
、
或

は

ω危
機
的
状
況
と
い
う
様
々
な
使
わ
れ
方
を
し
て
き
た
。
し
か
し

「
窮
い
と
「
工
」
を
ま
と
め
る
際
、
欧
陽
倫
は

ωの
点
に
し
ぼ
っ
て

諭
を
総
み
立
て
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
蘇
献
と
守
す
れ
が
有
る
の
で

あ
る
。

私
の
考
え
で
は
、
蘇
紙
、
が
こ
こ
で
持
ち
出
し
て
い
る

「
貧
窮
」
は
、

ωの
結
果
起
っ
て
い
る
表
面
的
状
況
を
指
し
て
い
る

に
す
ぎ
ず
、
「
エ
レ
の
根
本
的
原
閤
は
認
を
得
な
い
こ
と
で
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
何
故
な
ら
、
単
な
る
貧
窮
で
は
、
欧
陽
惜
の
理
論
の

主
要
な
部
分
、
つ
ま
り
著
述
の
動
機
の
説
明
と
、
題
材
に
触
れ
る
機

会
と
な
る
放
浪
の
原
悶
の
説
明
が
成
り
立
た
な
く
な
る
か
ら
で
あ

る
。
蘇
材
料
が
新
た
に
「
貧
窮
」
を
主
因
と
す
る
「
窮
一

m後
工
」
の
立

論
を
し
て
い
な
い
以
上
、
や
は
り
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
部
分
は
、
欧

陽
倫
の
「
不
得
窓
い
を
主
因
と
す
る
論
理
の
枠
内
で
述
べ
ら
れ
た
事

で
あ
り
、
た
だ
表
現
上
、
「
不
得
志
」
か
ら
生
れ
る
「
貧
窮
」
の
ニ

ュ
ア
ソ
ス
を
強
調
し
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

さ
て
、
次
の
詩
文
は
、
ま
た
別
の
十
回
で
歌
揚
僻
と
の
差
を
一
訴
す
も

の
で
あ
る
。

一
澗
仙
叡
夜
郎

子
美
耕
東
屯

と

一
誠
仙
ハ
夜
郎
一
一
議
セ
ラ
レ

子
美
ハ
東
屯
一
一
耕
ス

造
物
蛍
不
精

一
一
情
ジ
マ
ザ
一
フ

γ

ニ
エ
ナ
ラ
シ
メ
ム
ト
要
λ

一七〉

李
自
と
杜
甫
を
、
蘇
紙
は
窮
し
て
詩
文
が
工
み
に
な
っ
た
者
と
考

え
る
が
、
そ
れ
は
造
物
主
が
二
人
の
不
過
を
憐
み
、
代
償
と
し
て
彼

ら
に
語
一
一
一
口
の
工
を
与
え
た
と
言
う
の
で
あ
る
。
張
氏
が
「
詩
能
窮

人
」
の
例
と
し
て
引
く
な
仏
韻
張
安
道
読
杜
詩
』
(
詩
集
巻
六
〉
で

も

詩
人
ハ
例
ト
ジ
テ
窮
苦

天
一
意
奔
逃
セ
シ
ム

の
苓
在
を
か
ら
め
る
。
(
こ
の
詩
は
詩
人
の
窮
の
状
態
を
述

べ
た
だ
け
で
、
特
に
詩
が
原
閣
と
い
う
立
場
は
取
っ
て
お
ら
ず
、
張

氏
の
ま
と
め
に
は
無
理
が
有
ろ
う
。
)
こ
れ
は
別
に
李
白
や
社
甫
に

の
み
持
ち
出
さ
れ
る
考
え
で
は
な
い
。

:
・
天
憐
詩
人
窮
天
ハ
詩
人
ノ
第
ヲ
憐
ミ
テ

乞
輿
供
詩
本
供
詩
ノ
本
ヲ
乞
輿
ス

(
『
縮
問
請
願
新
作
垂
霊
(
亭
』
詩
集
巻
九
)

の
よ
う
に
一
般
論
と
し
て
も
一
一
一
一
口
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
詩
人
は
窮
に
よ
ち
詩
が
上
達
す
る
と
い
う
事
態
の
裏

に
天
意
な
る
も
の
を
・
想
定
し
、
詩
人
は
詩
人
と
し
て
の
完
成
の
為
に

辺
地
に
置
か
れ
る
よ
う
に
遼
命
づ
け
ら
れ
て
い
る
、
或
は
天
が
詩
人

-
・
・
詩
人
例
窮
苦
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ρ拐
を
憐
れ
み
才
を
与
え
る
、
詩
材
を
提
供
す
る
と
い
う
考
え
は
、

辺
境
の
奨
に
う
た
れ
た
柳
宗
一
元
の
『
小
石
城
山
一
記
』
(
吋
抑
河
東
集
』

巻
二
九
)
中
の
表
明
を
連
怨
さ
せ
る
。

欽
陽
備
は
窮
者
の
詩
が
エ
と
な
る
理
由
の
…
っ
と
し
て
天
涯
の
美

に
接
す
る
機
会
を
得
る
こ
と
を
挙
げ
る
。
天
渡
に
詩
の
材
た
り
う
る

禁
物
の
事
在
を
認
め
る
。
し
か
し
柳
宗
一
苅
が
言
及
し
た
よ
う
な
、
そ

う
し
た
地
理
的
配
置
を
行
っ
た
超
越
者
の
存
夜
は
彼
の
論
か
ら
消

え
、
単
に
窮
者
が
詩
の
材
と
な
る
景
物
に
触
れ
ら
れ
る
と
い
う
論
に

止
め
た
。
作
家
と
そ
の
環
境
の
関
係
の
中
で
論
を
ま
と
め
、
そ
れ
が

欽
陽
倫
の
論
に
合
理
的
な
印
象
を
持
た
せ
る
の
で
あ
る
。

蘇
紙
の
論
で
は
天
窓
が
正
一
郎
か
ら
持
ち
込
ま
れ
る
。
作
品
が
エ
た

り
う
る
の
も
、
も
と
も
と
作
家
自
身
の
研
鍛
と
い
う
よ
り
天
の
ね
ら

い
に
よ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
作
家
が
窮
す
る
の
も
、
そ
う
し
た
一

連
の
の
一
環
で
あ
る
。
こ
の
点
は
欧
防
備
と
異
る
所
で
あ

る。

の

し
か
し
、
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
変
化
、
も
し
く
は
天
窓
の
認

定
と
い
っ
た
欧
陽
怖
と
の
相
違
点
を
特
に
「
工
」
と
か
ら
め
整
理
し

て
理
論
化
し
直
す
と
い
う
こ
と
を
蘇
紙
は
行
わ
な
か
っ
た
。
一
方
欧

附
腕
怖
が
「
工
」
の
根
拠
と
し
た
事
柄
も
散
発
的
に
表
明
さ
れ
る
の
み

で
あ
る
。
蘇
献
の
流
摘
の
地
で
あ
る
寅
州
や
慈
州
の
山
水
を
ほ
め
る

一
一
一
一
向
も
少
く
な
い
が
、
そ
れ
が
創
作
に
寄
与
す
る
と
い
う
考
え
は
、
杭

州
時
代
の

。
，
ふ
温
子
窮
愁
天
有
一
意

子
ヲ
シ
テ
窮
愁
セ
シ
ム
ル
ハ
天

リ

問
先
中
山
水
要
清
詩
英
中
ノ
山
水
清
詩
ヲ
要
ス

(
『
和
田
兆
伺
年
九
日
見
寄
』
詩
集
巻
一
四
)

と
い
う
詩
に
見
え
る
程
度
で
あ
り
、
ま
た
、
同
民
地
で
の
政
務
関
散
が

著
述
の
時
間
を
保
証
す
る
と
い
う
考
え
も
、

:
著
書
多
駁
諮
問
良
計
書
ヲ
著
ス
一
一
暇
多
キ
ハ
員
一
一
良
-
計

従
官
無
功
、
漫
去
郷
官
ニ
従
ヒ
テ
功
無
ク
漫
リ
ニ
郷
ヲ
去
ル

(
司
病
中
間
子
自
得
告
不
赴
一
関
川
』

1
詩
集
春
闘
〉

と
述
べ
ら
れ
る
寝
度
で
あ
る
。
著
述
の
動
機
に
つ
い
て
も

木
務
騒
人
己
怨
駄
木
洛
チ
テ
騒
人
己
ニ
駄
ヲ
怨
ミ

不
犠
卒
遠
護
詩
愁
苧
速
一
一
堪
ヘ
ズ
詩
愁
ヲ
談
λ

ハ
内
郭
閉
山
私
山
平
遠
』

2
詩
集
結
}
四
一
九
)

と
「
発
僕
著
書
〕
に
近
い
考
え
を
操
り
返
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

「
工
」
を
め
ぐ
っ
て
比
較
的
ま
と
ま
っ
た
記
述
が
為
さ
れ
て
い
る

の
は
、
諮
問
行
前
集
叙
出
(
文
集
巻
一

O
)
で、

夫
普
之
箆
文
者
'
非
能
箆
之
潟
ヱ
'
乃
不
能
不
潟
之
倍
加
工
也
。

と
述
べ
る
一
敗
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
、
剣
作
が
自
然
な
動
機

に
よ
る
も
の
と
言
う
の
み
で
、
そ
の
動
機
が
何
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ

れ
る
か
に
つ
い
て
は
触
れ
な
い
。
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こ
う
し
て
見
て
く
る
と
、
蘇
献
は
寸
窮
市
後
工
」
の
立
場
に
つ
い

て
、
欧
腸
怖
と
興
る
砲
を
一
部
し
つ
つ
も
、
そ
れ
ら
を
理
論
と
し
て
自

ら
構
成
し
直
す
こ
と
は
せ
ず
に
、
時
に
郁
の
奮
を
引
用
し
、
時
に
逸

脱
を
す
る
駆
め
て
不
安
定
な
状
を
同
託
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
は
「
第
雨
後
工
」
の
表
明
が
、
比
較
的
早
い
時
期
に
多
く
な

さ
れ
て
い
る
の
と
も
関
連
し
て
い
よ
う
。
遅
い
も
の
は
、
一
克
祐
元
年

の
吋
次
韻
和
主
輩
b

と
完
結
五
年
の
明
次
韻
徐
仲
車
』
く
ら
い
で
、

ほ
と
ん
ど
は
杭
川
時
代
よ
り
前
に
当
る
も
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
は

師
の
欧
陽
倫
の
論
を
引
き
は
し
て
も
、
蘇
拭
自
身
の
考
え
と
し
て
は

必
ず
し
も
定
着
し
て
お
ら
ず
、
自
身
の
独
自
性
を
も
っ
て
こ
の
意
見

を
取
り
ま
と
め
る
機
会
の
な
い
ま
ま
に
、
蘇
拭
は
三
一
肘
能
窮
人
」
の

度
重
な
る
一
言
及
の
時
期
へ
と
移
行
す
る
。

欧
揚
備
の
否
定
し
た
「
詩
能
窮
人
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
、
蘇
材
料
は

度
々
述
べ
て
い
る
。

二
子
縁
詩
老
更
窮
二
子
詩
一
一
縁
リ
テ
老
ヒ
テ
吏
一
一
窮
九

人
間
無
庭
吐
長
虹
人
間
ニ
長
虹
ヲ
仕
ク
庭
無
シ

(
『
輿
秦
太
虚
参
家
曾
於
松
江
市
開
彦
長
徐
安
中
適
至
分
韻
得

風
字
』

2
詩
集
巻
一
八
)

の
よ
う
に
、
他
人
の
窮
情
か
ら
こ
の
テ
i
マ
を
持
ち
出
す
場
合
も
あ

る
が
、
む
し
ろ
蘇
紙
自
身
の
こ
と
を
実
例
と
す
る
も
の
が
多
い
。

卒
生
文
字
潟
一
音
階
的
卒
生
文
字
五
回
ガ
累
ヲ
篤
ス

此
去
名
繋
不
絞
低
:
・
此
ヨ
リ
去
り
名
盤
怒
キ
ヲ
厭
ハ
ズ

ハ
吋
十
二
月
二
十
八
日
豪
思
寅
授
検
校
水
部
員
外
郎
寅
州
問
問
線

副
使
復
用
前
韻
』

2
詩
集
各
一
九
)

苦
窮
本
坐
詩
五
悶
ガ
窮
ハ
本
詩
ニ
坐
ス

久

服

朋

友

戒

久

シ

ク

服

ス

朋

友

ノ

戒

(
吋
孫
事
老
寄
撃
』

4
詩
集
袋
二
五
)

:
・
平
生
坐
詩
窮
苧
生
詩
一
一
坐

γ
テ
窮
ス

得
匂
忍
不
吐
句
ヲ
得
レ
パ
仕
カ
ザ
ル
ニ
忍
ピ
ン
ヤ

(
明
叔
弼
云
履
常
不
飲
故
不
作
詩
勤
履
常
飲
』
詩
集
巻
三
四
)

:
・
我
亦
題
詩
酒
我
亦
タ
詩
酒
一
一
一
間
シ
ミ

去
道
愈
拒
紗
・
:
道
ヲ
去
ル
コ
ト
愈
三
位
紗
タ
リ

ハ
『
勝
一
至
慶
州
用
過
誤
寄
譲
治
二
子
』
詩
集
各
四
回

γ

こ
れ
ら
の
詩
は
、
い
ず
れ
も
一
元
豊
以
後
に
書
か
れ
て
い
る
。

四
盤
可
罷
之
p

高
一
浮
沈
9

反
焦
患
也
。

:λ
『
興
牒
宗
謹
書
』

必
文
集
各
五
一
)

の
書
簡
も
、
詩
作
に
よ
り
人
生
が
変
転
す
る
の
を
認
め
る
。
蘇
棋
が

「
詩
龍
窮
人
」
と
す
る
根
拠
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

:
・
詩
能
窮
人
p

所
従
来
侮
失
'
布
於
紙
特
甚
。
今
足
下
濁
不

信
s

建
一
一
一
一
口
詩
不
能
窮
人
'
魚
之
金
力
。
其
詩
日
己
工
'
其
窮
殆
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未
可
愛
'
然
亦
在
所
用
布
己
。

〈
吋
答
陳
師
仲
主
簿
皆
…
間
』
文
集
各
四
九
)

こ
こ
で
は
蘇
紙
が
欧
陽
惰
の
否
定
し
た
一
ア
1
マ
を
開
陳
す
る
の
に

対
し
て
、
陳
師
仲
は
欧
陽
備
の
よ
う
に
、
そ
の
テ
ー
マ
を
否
定
し
詩

に
カ
を
注
ぐ
。
こ
こ
で
の
蘇
紙
の
論
拠
は
、
「
於
紙
特
甚
」
と
あ
る

よ
う
に
、
自
'
身
の
経
験
で
あ
る
。
烏
台
詩
案
に
代
表
さ
れ
る
、
彼
の

詩
文
に
よ
る
援
朕
に
照
ら
せ
ば
、
正
に
荒
川
へ
の
流
識
の
時
期
以
降

に
、
こ
の
考
え
が
し
ば
し
ば
世
間
わ
れ
る
の
も
無
理
か
ら
ぬ
と
こ
ろ
で

あ
る
。
「
詩
能
窮
人
」
は
理
論
と
し
て
組
み
立
て
ら
れ
た
と
い
う
よ

り
も
蘇
棋
の
経
験
別
別
で
あ
る
。
言
い
か
え
る
な
ら
ば
、
蘇
紋
が
こ
の

「
詩
能
窮
人
」
を
諮
る
時
、
こ
の
「
詩
」
は
彼
の
失
脚
の
原
因
と
な

っ
た
も
の
、
政
治
的
内
容
の
持
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
ο

こ
の
こ
と
は
注
意
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
何
故
な
ら
詩
が
窮
の
原

因
と
す
る
説
は
、
例
え
ば
斡
愈
が
吋
川
県
陳
給
事
諮
問
』
(
吋
韓
畠
繋
文

集
』
巻
一
ニ
)
で
説
い
た
よ
う
に
、
詩
文
が
工
み
と
な
り
、
名
声
を

得
、
栄
遼
に
一
金
り
そ
の
名
声
が
朋
畿
の
嫉
み
を
買
い
、
結
果
非
誘
さ

れ
て
窮
す
る
と
い
う
形
で
説
明
さ
れ
る
。
し
か
し
蘇
械
に
於
て
は
、

原
悶
と
な
る
詩
文
創
作
か
ら
、
中
途
の
名
声
去
一
誌
の
過
程
を
火
い

て
、
直
接
「
窮
」
と
い
う
結
果
に
受
っ
て
い
る
ο

こ
の
創
作
は
、
今

述
べ
た
よ
う
に
政
治
的
な
創
作
と
い
う
、
極
め
て
限
定
的
な
文
脈
で

担
え
ら
れ
る
。
当
然
そ
こ
で
は
、
そ
の
創
作
の
か
一
台
か
は
主

要
な
要
素
で
は
な
く
な
る
。

つ
ま
り
「
詩
能
窮
人
」
は
、
前
章
で
見
た
の
と
問
様
、
欧
陽
惰
の

使
用
し
た
一
言
葉
で
語
ら
れ
な
が
ら
、
実
は
唐
の
論
と
も
欧
陽
僚
の
論

と
も
、
ず
れ
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

沼

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
欧
陽
惜
の
論
を
、

ず
れ
を
含
み
つ
つ
も
、
表
向
き
継
承
し
て
き
た
よ
う
に
見
え
る
蘇
献

は
、
彼
の
後
半
生
に
歪
り
欧
間
防
衛
の
否
定
し
た
一
ア
!
マ
を
し
ば
し
ば

述
べ
、
歌
陽
備
の
主
張
し
た
テ
i
マ
は
後
退
し
て
ゆ
く
。
「
詩
能
窮

人
」
で
は
、
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
「
エ
」
は
重
要
性
を
失
っ
て
い

る
。
と
い
う
こ
と
は
、
「
工
」
は
蘇
献
の
中
で
結
局
十
分
に
育
た
な

か
っ
た
価
値
だ
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
を
考
え
る
際
重
要
な
の
は
、
彼
が
後
半
生
あ
る
考
え
を
ふ
く

ら
ま
せ
て
行
っ
た
と
い
う
事
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
不
朽
」
、
身
分
不

安
定
な
自
分
が
亡
ん
で
も
、
後
世
ま
で
自
分
の
存
在
の
証
な
る
名
篇

を
残
す
こ
と
へ
の
強
い
諮
れ
で
あ
る
。
後
世
に
名
が
留
ま
る
こ
と

は
、
な
る
法
ど
古
代
の
文
人
に
と
っ
て
も
憧
れ
で
あ
り
、
致
問
腕
僚
も

除
却
庶
務
で
情
的
じ
よ
う
な
謹
み
を
表
現
し
た
。
し
か
し
そ
れ
ら
に
比

し
て
も
執
劫
に
、
蘇
献
は
「
不
朽
」
を
求
め
る
の
で
あ
る
。

文
は
歴
史
を
超
え
残
る
も
の
と
い
う
考
え
は
早
い
う
ち
か
ら
見
ら

ニ
ュ
ア
ン
ス
の
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れ
る
。
照
寧
宋
の
詩
に
畳
一
向
う
。

:
生
前
窟
貴
死
後
文
章
生
前
ノ
富
貴
死
後
ノ

百
年
瞬
患
荷
役
忙
百
年
瞬
忠
商
世
忙
シ

(
吋
務
部
酒
b

l
詩
集
桂
一
回
〉

次
は
壁
一
記
を
依
頼
さ
れ
て
の
文
で
あ
る
。

:
今
余
頑
邸
自
放
p

市
立
老
会
'
然
無
以
自
表
見
於
後
世
'
自
計

且
不
足
'
而
況
能
及
於
子
乎
!
縦
然
'
不
可
以
不
一
部
一
向
'
使
数

百
年
之
後
'
得
此
文
於
額
塩
腹
井
之
問
者
'
法
然
長
思
前
一
敷

布一
o

Q
密
州
通
判
臆
題
名
記
』
文
集
巻
一
一
〉

官
途
不
順
の
時
期
に
は
、
当
然
な
が
ら
文
章
に
頼
り
名
を
残
そ
う

と
い
う
意
識
は
強
く
な
る
。
試
み
に
恵
州
時
代
の
文
を
引
く
。

・
:
自
惟
無
紋
9

百
無
所
金
於
故
友
'
惟
文
字
牒
幾
不
興
草
木
間

腐
'
故
決
意
錦
之
'
然
決
不
以
相
一
が
也
。
・
:
(
『
興
孫
志
康
書
』

2
文
集
各
五
六
)

不
朽
の
対
象
は
、
主
と
し
て
「
文
」
と
し
て
一
か
さ
れ
る
が
、
そ
れ

以
外
、
例
え
ば
「
致
ぎ
を
対
象
と
し
た
表
明
も
、
わ
ず
か
な
が
ら
見

ら
れ
る
。
恵
州
の
蘇
棋
の
も
と
へ
蘇
州
の
卓
契
臓
が
訪
ね
書
を
求

め
、
蘇
献
は
『
帰
去
来
認
』
を
撃
す
、
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
も

・
:
故
潟
繋
淵
明
鯖
去
来
詞
以
遠
J
L
3
桂
川
幾
契
膜
託
此
文
以
不
朽

也
。
(
『
審
開
去
来
詞
般
契
限
』
文
集
巻
六
九
)

こ
う
し
た
「
不
朽
」
へ
の
願
望
は
、
本
来
な
ら
創
作
の
激
化
と
し

て
蘇
軟
の
行
為
に
反
映
さ
れ
て
然
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
詩

文
に
よ
り
窮
す
る
と
い
う
考
え
を
連
発
す
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
の

蘇
献
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
も
当
然
の
こ
と
に
創
作
を
自
制
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
っ
た
。
少
く
と
も
作
品
を
世
間
に
出
す
こ
と
に
は
、
非
常

に
神
経
質
に
な
っ
て
い
っ
た
。
今
引
い
た
『
輿
孫
志
康
番
』
の
中
に

も
作
品
の
伝
播
へ
の
懸
念
が
見
え
る
し
、
幾
つ
か
の
書
簡
で
も
、
創

作
自
体
の
自
制
が
表
明
さ
れ
る
。

・
:
蓋
子
由
一
定
有
警
'
深
戒
作
詩
'
其
言
切
至
'
云
蛍
焚
硯
棄
筆
'

不
偲
作
而
不
出
也
。
不
忍
遠
其
憂
愛
之
一
意
'
故
途
不
作
一
宇
'

唯
一
操
察
。
・
:
(
『
輿
程
正
報
番
h
M
文
集
巻
五
四
〉

蘇
轍
に
限
ら
ず
「
不
作
詩
」
は
多
く
の
者
に
勧
告
さ
れ
、
自
ら
も
し

ば
し
ば
「
不
作
詩
」
を
表
現
し
た
。
こ
の
抑
制
は
詩
ば
か
り
で
は
な

、。
l
h
v
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-
:
所
示
'
反
復
忠
之
'
亦
欲
有
以
少
慰
孝
子
之
心
'
市
某
所
不
敢

作
者
'
非
溺
銘
…
一
一
品
市
巴
。
至
於
詩
賦
賛
一
詠
之
類
'
但
渉
文
字

者
p

翠
不
敢
下
筆
也

G
:ハ
司
答
李
方
叔
書
』
日
文
集
巻
五
一
ニ
〉

こ
の
よ
う
に
多
く
の
ジ
ャ
ン
ル
に
わ
た
る
創
作
の
抑
制
と
と
も

に
、
作
品
の
伝
播
に
も
格
別
の
詑
意
が
払
わ
れ
る
。

・
:
自
得
罪
後
'
不
数
作
文
字
。
此
書
難
非
文
p

然
信
筆
書
一
青
山
3

不

発
黒
一
瞬
'
亦
不
須
一
部
入
。
・
:
〈
『
答
李
端
叔
室
田
』
文
集
中
在
四
九
)

こ
こ
で
は
書
簡
さ
え
も
が
心
配
の
種
で
あ
る
。
こ
う
し
た
抑
制
は
あ



る
期
間
続
く
。
茂
川
時
代
の
書
簡
に
一
一
一
一
日
う
。

:
・
又
多
難
問
武
人
'
不
作
一
字
者
'
己
一
ニ
年
失
。
(
『
輿
上
官
券
室
田
』

3
文
集
各
五
七
)

こ
れ
ら
一
連
の
創
作
へ
の
懐
れ
は
「
詩
能
第
人
」
と
表
裏
を
な
す

も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
次
の
文
か
ら
も
知
れ
る
。

・
:
紙
卒
生
以
文
字
一
言
諮
問
見
知
於
世
'
亦
以
此
取
疾
於
人
p

得
失
相

被
F

不
如
不
作
之
安
也
。
以
此
常
欲
焚
棄
都
中
間
M
'
借
用
ん
指
数
人
'

而
習
熱
宿
業
F

未
能
議
去
'
亦
謂
腹
手
雲
散
鳥
泊
以
怠
〈
。
:
・
(
『
答

劉
汚
都
商
問
惣
と
各
四
九
〉

こ
の
後
、
世
間
に
出
回
っ
た
自
分
の
文
は
真
偽
半
々
で
あ
る
と
嘆

く
。
こ
の
文
で
も
少
し
触
れ
て
い
る
が
、
今
日
残
る
詩
文
が
示
す
よ

う
に
「
不
作
詩
(
文
ど
は
ポ
!
ズ
で
あ
る
。
し
か
し
、
前
寧
の
よ

う
に
政
治
的
作
品
と
い
う
限
定
的
文
脈
で
読
め
ば
、
そ
の
決
意
は
果

さ
れ
て
い
よ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
う
し
た
従
来
自
分
が
名
声
を

得
て
い
た
分
野
で
自
制
が
行
わ
れ
、
意
の
ま
ま
の
創
作
活
動
が
行
え

な
い
と
い
う
状
況
下
、
蘇
ー
献
は
結
局
ど
こ
に
「
不
朽
」
を
求
め
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
彼
が
最
も
不
朽
た
ら
し
め
ん
と
心
を

配
っ
た
の
は
、
も
は
や
詩
で
は
な
か
っ
た
。

:
来
持
愈
奇
'
欲
和
p

叉
不
欲
頻
頻
破
戒
。
自
到
此
'
惟
以
議
史

錦
柴
'
比
従
仕
駿
感
4

p

少
免
荒
勝
也
。

j

Q
典
主
定
関

日
程
五
二
)

黄
州
時
代
の
こ
の
事
一
一
隔
で
は
「
不
作
詩
」
を
示
す
と
同
時
に
書
史
の

楽
し
み
を
述
べ
る
。
豊
富
史
と
は
明
ら
か
に
彼
の
創
作
の
自
制
の
外
に

あ
る
仕
事
で
あ
り
、
公
一
一
一
一
口
で
き
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
文
芸
的
分
野

と
全
く
別
箆
に
、
そ
う
し
た
規
制
外
の
領
域
を
定
め
た
。
こ
の
領
域

の
中
で
も
経
解
に
最
も
蘇
戟
は
意
を
注
い
だ
。
賞
州
で
の
生
活
を
報

告
し
た
、
侶
法
派
の
重
鎮
文
彦
博
へ
の
書
簡
は
、
ま
ず
次
の
よ
う
に

一一一日〉フ。・
:
到
寅
州
'
無
所
用
心
9

純
復
車
思
於
易
・
論
語
9

端
居
新
念
p

若
有
所
得
'
迭
問
先
子
之
島
4'
作
白
羽
停
九
巻
。
又
自
以
意
作
論

一
語
設
五
巻
。

こ
う
著
述
活
動
を
述
べ
て
か
ら
、
そ
の
保
存
へ
の
心
配
を
一
一
一
一
向
う
。

・
:
窮
苦
多
難
'
露
命
不
可
刻
。
恐
此
審
一
て
門
M
M

寓
数
本
留
人
関
む
念
一
新
以
文
字
得
罪
p

人
必
以
潟
凶
表
不
伴
之

審
'
英
常
牧
議
。
又
自
非
一
代
偉
人
不
足
託
以
必
俸
者
9

莫
若

獄
之
明
公
。
市
易
博
文
多
3

来
有
力
装
潟
3

溺
致
論
一
品
開
設
五

巻
。
公
、
選
出
限
'
…
潟
讃
之
p

就
使
無
・
取
'
亦
足
克
其
窮
不
忠

遜
3

老
市
能
祭
也
。
ハ
叫
黄
州
上
文
瀦
公
番
b

文
集
審
問
八
)

こ
こ
で
は
自
身
の
著
述
の
安
全
な
退
避
先
と
し
て
文
彦
博
を
選
ん

だ
理
由
を
、
著
者
の
誠
亡
へ
の
憐
れ
に
か
ら
め
述
べ
る
と
同
時
に
、

「
第
不
忘
道
い
と
あ
る
よ
う
に
、
経
解
著
述
の
姿
を
文
彦
博
に
宣
伝

し
て
い
る
。
部
の
飲
駿
符
は
、
嘗
て
様
官
高
若
論
争
一
批
判
し
て
一
員
陵
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令
に
隠
さ
れ
た
時
、
朝
廷
の
下
し
た
こ
の
処
置
は
当
然
だ
と
し
、
不

満
の
ヰ
一
一
向
を
連
ね
る
こ
と
を
自
ら
強
く
戒
め
、
諜
侠
の
態
度
を
中
央
に

一
が
す
べ
く
吋
五
代
史
b

の
著
述
を
行
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
う

し
た
師
の
処
世
は
、
弟
子
に
も
受
け
継
が
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か

し
欧
陽
備
が
当
時
催
れ
た
の
は
中
央
の
心
誌
で
あ
っ
て
、
ま
だ
一
一
一
十

に
な
っ
た
ば
か
り
の
若
い
欧
陽
符
に
と
っ
て
は
将
来
の
任
加
の
準
備

が
有
る
こ
と
を
示
せ
ば
良
か
っ
た
の
に
対
し
、
蘇
紙
は
既
に
四
十
路

も
半
ば
近
く
、
こ
の
ま
ま
波
地
で
埋
没
す
る
こ
と
も
十
分
可
能
性
が

有
っ
た
、
だ
け
に
、
そ
の
不
朽
の
願
望
は
切
実
で
あ
っ
た
。
(
欧
揚
僚

も
中
年
の
松
川
庶
摘
で
は
似
た
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
)
だ
か
ら
こ

そ
比
絞
的
安
心
な
経
解
の
分
野
で
の
仕
事
で
不
朽
を
図
る
必
要
が
有

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
著
述
は
、
結
局
寅
州
ば
か
り
か
、
終
に
は
晩
年
海
南
島

に
ま
で
持
ち
こ
さ
れ
、
そ
の
地
で
完
成
を
見
る
。
そ
し
て
、
よ
う
や

く
不
朽
の
も
の
を
為
し
得
た
喜
び
を
蘇
献
は
隠
さ
な
い
。

:
茶
年
六
十
五
怠
〈
p

憶
力
毛
髪
'
正
期
ハ
年
相
稿
'
成
得
復
興
公
相

見
p

亦
未
可
知
。
・
:
一
加
害
者
'
海
南
了
得
易
、
書
、
論
語
俸
数

十
巻
'
似
有
益
於
骨
朽
後
人
耳
自
也
。
:
・
(
『
答
李
端
叔
書
』

文
集
巻
五
二
)

五

こ
の
よ
う
に
、
蘇
軟
は
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
な
く
、

「
詩
能
窮
人
」
の
主
張
を

f

る
に
至
る
。
こ
の
中
で
「
工
」
の
重

み
は
彼
の
論
の
中
で
後
退
し
、
終
に
は
、
そ
の
「
工
」
の
発
揮
さ
れ

る
べ
き
詩
文
創
作
と
い
う
行
為
す
ら
も
が
、
表
向
き
抑
制
さ
れ
、

「
不
朽
」
の
作
と
し
て
結
局
「
経
解
」
と
い
う
仕
事
に
傾
斜
し
て
し

ま
っ
た
。

こ
う
し
た
経
過
は
、
今
ま
で
触
れ
て
き
た
よ
う
に
官
途
の
不
遇
に

関
連
す
る
こ
と
は
無
論
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
変
化
の
背
景
に
は
、

蘇
献
の
文
学
綴
が
有
る
。

第
一
に
彼
は
文
芸
創
作
と
い
う
こ
と
を
、
君
子
の
行
う
べ
き
諸
行

為
の
中
で
も
、
上
位
に
は
置
か
な
い
。
『
間
設
費
堂
記
』
(
文
集
巻
一

一
)
冒
頭
の
諾
誰
に
満
ち
た
自
慢
合
戦
の
中
途
、
文
章
の
功
用
が
持

ち
出
さ
れ
る
。

世
人
之
所
共
害
者
'
美
飲
食
'
翠
衣
服
'
好
整
色
一
間
己
。
有
人

駕
p

自
以
銭
高
市
笑
之
'
弾
琴
葬
恭
'
蓄
古
法
書
属
霊
'
客

室
'
出
南
京
ヮ
観
之
'
自
以
魚
至
怠
〈
。
賠
又
笑
之
者
日
'
古
之
入

所
以
自
表
見
於
後
世
者
'
以
有
言
語
文
一
雫
也
'
是
悪
足
好
0
・

不
朽
た
る
鏑
値
あ
る
も
の
と
し
て
持
ち
出
さ
れ
た
文
章
は
、
し
か
し

誼
ち
に
け
な
さ
れ
る
。
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市
豪
傑
之
土
3

叉
相
血
(
笑
之
。
以
魚
土
嘗
以
功
名
関
於
世
'
若

乃
施
之
空
一
一
一
一

7
市
不
見
於
行
事
'
此
不
得
己
者
之
所
矯
也
:
・

つ
ま
り
文
章
を
も
の
し
て
名
を
残
そ
う
な
ど
と
は
、
行
動
で
名
を
残

せ
ぬ
者
の
取
る
手
段
で
し
か
な
い
と
さ
れ
て
し
ま
う
。
こ
こ
で
は
創

作
と
い
う
行
為
は
、
行
動
の
下
位
に
震
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
不
術
た
る
も
の
の
版
を
示
し
た
左
伝
の
言
を
引
き
継
い
だ

考
え
方
で
あ
る
。

し
か
も
、
そ
の
創
作
の
中
で
も
、
蘇
棋
は
ジ
ャ
ン
ル
に
よ
り
順
位

を
付
け
る
。

間
内
可
之
文
p

其
徳
之
糟
粕
。
興
可
之
詩
'
其
文
之
翠
末
。
詩
不

能
議
'
滋
市
筋
書
。
幾
百
潟
鷲
'
皆
詩
之
除
。
:
・

2
文
興
可

霊
感
一
竹
田
仲
間
州
質
』
文
集
程
二
一
〉

こ
こ
で
は
、
や
は
り
創
作
は
徳
の
付
随
物
の
位
置
し
か
与
え
ら
れ

ず
、
そ
の
創
作
の
中
で
も
詩
は
文
よ
り
一
段
下
に
置
か
れ
て
い
る
。

更
に
「
不
朽
」
は
材
質
に
よ
り
残
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
は
な
く

内
容
で
残
る
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
る
。

:
孔
様
了
、
役
家
竹
筒
科
斗
'
皆
漆
議
官
。
移
於
鑑
壊
。
景
鑑
、
石

鼓
金
竪
'
古
人
潟
不
桁
之
計
余
。
然
其
妙
意
所
以
不
墜
者
'
特

以
人
偉
人
耳
。
:
・
吾
作
易
、
警
体
、
論
詰
設
F

亦
粗
備
失
。
を
:

〈
町
題
所
作
書
易
体
論
語
読
』
文
集
結
ぶ
ハ
ム
ハ
〉

結
局
そ
も
そ
も
行
動
に
比
し
て
低
い
地
位
し
か
与
え
ら
れ
な
い
創

作
、
そ
の
中
で
も
文
よ
り
下
に
位
置
付
け
ら
れ
た
詩
は
不
朽
の
対
象

と
し
て
は
考
え
に
く
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
蘇
載
は
体
用
論
を
よ
く
唱
え
た
作
家
で
あ
る
Q

作
品
は
社

会
的
効
用
を
持
つ
べ
し
と
す
る
。
そ
の
詩
作
面
で
の
実
践
は
、
政
治

詩
と
い
う
形
で
示
さ
れ
、
こ
の
菌
の
創
作
へ
の
告
負
は
強
か
っ
た
筈

で
あ
る
。
政
治
詩
の
創
作
が
続
け
ば
、
創
作
の
表
現
力
の
指
標
の

「
工
」
も
生
き
続
け
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
烏
台
詩
案
に
ま
き

こ
ま
れ
た
り
し
て
、
こ
の
分
野
の
創
作
は
自
髄
せ
ざ
る
を
得
な
い
門
。

自
ら
も
「
不
作
詩
」
を
云
云
し
た
時
点
で
、
詩
に
は
、
嘗
て
蘇
材
料
が

見
出
し
て
い
た
よ
う
な
社
会
的
意
味
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
本
来

「
工
」
の
最
も
反
映
で
き
る
ジ
ャ
ン
ル
の
社
会
的
意
味
の
低
下
は
、

「
工
」
の
意
味
の
低
下
に
つ
な
が
る
。

し
か
も
、
蘇
載
の
「
窮
一
間
後
ヱ
」
説
は
、
し
ば
し
ば
天
窓
と
と
も

に
諮
ら
れ
る
ο
一i

工
い
は
文
人
独
自
の
努
力
に
よ
っ
て
の
み
得
ら
れ

る
の
で
は
な
く
、
超
越
者
に
よ
り
文
人
に
付
与
さ
れ
る
べ
く
仕
組
ま

れ
た
価
値
な
の
で
あ
る
。
「
工
」
に
査
る
過
程
で
の
文
人
の
努
力
の

必
要
性
は
蘇
材
料
も
世
間
う
け
問
、
そ
れ
の
み
で
到
達
で
き
る
も
の
で
は
な

、。
3
し
M唱

し
か
し
こ
の
寧
で
箆
た
蘇
斜
の
誌
に
照
ら
せ
ば
、
天
意
で
詩
文
が

工
み
に
な
る
よ
う
配
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
決
し
て
名
誉
な
こ
と
で

は
な
い

Q

何
故
な
ら
、
仮
に
天
窓
が
存
在
す
る
な
ら
、
実
際
の
政
治
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行
動
で
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
配
さ
れ
る
と
と
こ
そ
本
懐
で
あ
っ

て
、
詩
文
が
工
み
に
な
る
よ
う
な
配
さ
れ
方
は
、
天
に
為
政
者
と
し

て
無
能
だ
と
判
定
さ
れ
た
も
間
然
だ
か
ら
で
あ
る
。

従
っ
て
蘇
献
は
他
人
を
「
工
」
と
称
し
た
り
、
そ
の
「
工
」
を
銑

同山「

賞
す
る
と
記
し
た
り
し
て
も
、
自
身
窮
し
て
詩
文
が
工
み
に
な
っ
た

と
も
、
窮
の
中
で
自
作
が
「
工
」
た
り
う
る
よ
う
努
力
す
る
と
も
表

的
し
な
い
の
で
あ
る
。

ー
も
と
も
と
父
の
蘇
潟
は
「
工
」
を
批
判
的
に
蘇
拭
に
諾
っ
て
い

た
。
蘇
献
は
そ
う
し
た
下
地
を
持
っ
て
い
た
上
、
本
意
で
見
た
よ
う

な
考
え
か
ら
文
芸
、
特
に
詩
の
位
置
を
高
く
抱
え
ず
、
政
治
詩
の
創

作
、
が
思
う
に
ま
か
せ
な
い
こ
と
も
あ
り
、
自
身
を
代
表
す
る
著
述
と

し
て
「
経
解
」
に
傾
斜
し
、
結
果
欧
陽
椅
の
論
を
は
じ
め
度
々
な
ぞ

り
な
が
ら
も
、
終
に
「
エ
」
を
重
視
す
る
立
場
に
は
歪
ら
な
か
っ
た
。

社
会
的
功
用
を
持
つ
詩
の
創
作
の
自
制
を
考
え
、
詩
の
地
位
が
彼
の

中
で
行
き
止
ま
っ
た
持
、
蘇
棋
に
於
け
る
「
窮
」
と
「
工
」
の
論
の

命
脈
は
尽
き
た
の
で
あ
っ
た
。

観圃L.
J、

欧
腸
符
は
「
工
」
の
発
揮
で
き
る
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
文
芸
の
独
自

性
を
認
め
、
又
自
ら
も
皮
地
で
の
閑
適
の
中
で
文
芸
創
作
を
行
い
、

そ
の
意
味
も
認
め
た
。
蘇
献
は
、
な
る
ほ
ど
同
様
に
文
芸
が
経
解
等

と
違
っ
た
独
自
の
ャ
ン
ル
と
し
て
認
め
た
が
、
同
時
に
そ
れ

は
、
行
動
よ
り
も
、
そ
し
て
又
司
左
伝
』
の
一
一
一
回
う
「
立
一
一
一
一
向
」

l
教
え

の
伝
承
の
具
体
化
と
も
言
え
る
緩
解
の
著
述
よ
り
下
位
の
も
の
と
見

ら
れ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
蘇
献
が
波
地
で
「
不
朽
」
た
る
著
述
の
分

野
を
選
択
す
る
際
に
、
明
瞭
に
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

と
の
意
味
で
、
「
窮
」
と
「
工
」
を
め
ぐ
る
二
人
の
文
人
の
考
え

は
対
照
的
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

註ω
詳
し
く
は
拙
稿
「
欧
陽
備
の
文
翠
理
論
1
2慨
翠
食
詩
集
序
』
を
め
ぐ

っ
て
」
第
一
部
・
第
二
部
(
番
川
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告
〔
第
一
部
〕

七
二
号
・
七
五
号
)
参
照
。

ω
『
中
国
文
化
批
評
論
集
』
(
天
翠
出
瓶
事
業
公
司
・
民
霞
六
八
〉
所
収
。

ω
読
者
の
例
と
し
て
空
十
一
定
圏
詩
集
絞
』
(
文
集
巻
一

O
〉
『
借
恵
勤
初
罷

僧
職
』
〈
詩
集
巻
一
ニ
〉
『
賠
寓
輿
何
充
秀
才
』
(
詩
集
巻
二
一
〉
『
次
韻
徐

仲
寧
』
(
詩
集
巻
一
ニ
五
百
後
者
の
例
と
し
て
『
部
茂
誠
詩
集
絞
』
(
文
集

巻一

O
〉
『
次
韻
張
安
道
議
社
詩
』
(
詩
集
巻
六
〉
『
遊
底
山
次
額
一
章
停
道
』

(
詩
集
巻
一
一
一
一
〉
『
水
池
』
ハ
詩
集
巻
一
四
〉
『
讃
麓
人
』
ハ
詩
集
巻
二
ハ
〉
。

な
お
、
本
稿
で
の
引
一
局
は
『
蘇
材
料
文
集
』
(
孔
九
麓
黙
校
・
中
華
書
局
・

一
九
八
六
〉
『
蘇
試
詩
集
』
(
王
文
詩
集
註
・
孔
凡
躍
黙
校
・
中
華
書
局
・

一
九
八
一
一
)
〔
そ
れ
ぞ
れ
「
文
集
」
「
詩
集
」
と
略
称
〕
に
よ
る
。

ω
『
次
韻
仲
殊
雲
中
瀞
密
湖
』
(
詩
集
巻
三
ニ
)
『
次
韻
徐
仲
草
』
『
骨
葱
勤
…

初
罷
信
職
』
(
と
も
に
既
抽
出
〉
。

紛
鎖
国
環
『
蘇
較
文
塾
理
論
研
究
』
(
南
関
大
事
出
版
社
、
六
八
J
六
九
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頁)。
ω
欧
陽
備
は
極
く
初
期
に
は
「
詩
能
窮
人
」
の
表
明
を
し
た
こ
と
が
有
一
る

が
、
そ
の
後
は
一
貫
し
て
「
窮
間
後
工
」
の
立
場
に
立
っ
て
い
た
。

付
拙
稿
〔
注

ω〕
第
一
部
一
三
頁
以
下
参
照
。

紛
例
え
ば
『
答
皐
仲
撃
護
』
(
文
集
巻
五
六
〉
『
奉
朱
康
叔
書
』
(
文
集
巻

五
九
〉
『
警
韓
級
公
荒
川
詩
後
』
(
文
集
巻
六
八
〉
。

ゆ
張
民
の
引
く
四
首
〈
注

ω参
照
〉
は
、
い
ず
れ
も
詩
人
が
窮
の
状
態
に

あ
る
の
を
確
認
し
て
い
る
だ
け
で
、
厳
密
に
は
「
詩
能
窮
人
」
の
立
場
を

一
閉
す
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

川
判
『
復
次
韻
謝
越
紫
祝
陳
履
常
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